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sei Gakuin University, School of Business Administration, Data Extraction Sys-
temの略）の「欠点」としては，このシステムを紹介するときなどに，発音







ることにした．これは，変則的ではあるが，School of business administration,





としては，Ubuntu ﴾Linux﴿，macOS といった UNIX系オペレーティングシス
テム（Operating System: OS）上でリレーショナル・データベース管理シス
テム（または「関係データベース管理システム」）（Relational Dababase Man-
agement System : RDBMS）とWebサーバとして Apahche HTTP Server，
汎用スクリプト言語である PHP2）を利用したものである．
OS として，macOS，Ubuntu を利用し，RDBMSとして MySQL と Post­
greSQL を選択した場合のシステム構成は以下のような表にまとめられる：
表１：MAMP, MAPP, LAMP, LAPP環境







例えば，LAPPの場合は，OS として Ubuntu（Linux 系 OS）上で，Web




















4 地 道 正 行
では以下のような環境を実験的に構築した7）：
Specification MAMP MAPP LAMP LAPP
Hardware MacBook Pro 2018 MacBook Pro 2018 仮想環境 仮想環境
OS macOS Catalina（10.15.6） macOS Catalina（10.15.6） Ubuntu（18.04） Ubuntu（18.04）
CPU cores 6 6 4 4
Main Memory 32GB 32GB 8GB 8GB



































9） 前処理には，GNU parallel（cf. Tange, 2018）を利用して並列処理により高速化する
ことも試みている．
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果が HTML 形式で返信される．次に，SQL問合せのスクリプトを スクリプ






















10 地 道 正 行
スクリプト１：社名に ’TOYOTA’ という文字列を含む企業の日経会社コードと社
名を抽出
1 SELECT nikkei_corp_code, firmname
2 FROM firmlist


























1 SELECT a02, b001
2 FROM yd01
3 WHERE a05='0001353'






















2 f.firmname AS name,
3 b.a05 AS nikkeicode,
4 b.a02 AS ym,
5 b.a35 AS sector,
6 b.a08 AS term,
7 b.a27 AS ac,
8 d.b001 AS sales,
9 b.b001 AS assets_total,
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10 h.b021 AS employees
11 FROM (SELECT a02, a05, a08, a27, a29, a35, b001 FROM yb01) AS b
12 JOIN (SELECT a02, a05, a08, a27, a29, a35, b001 FROM yd01) AS d
13 ON d.a02 = b.a02 AND d.a05 = b.a05 AND d.a27 = b.a27
14 JOIN (SELECT a02, a05, a08, a27, a29, a35, b021 FROM yh01) AS h
15 ON h.a02 = b.a02 AND h.a05 = b.a05 AND h.a27 = b.a27
16 JOIN (SELECT nikkei_corp_code, firmname FROM firmlist) AS f
17 ON f.nikkei_corp_code = b.a05
18 WHERE d.a02 = '201903' AND d.a29='11'

















（a27）をキーとして指定（ON d.a02 = b.a02 AND d.a05 = b.a05








（a05），会計基準（a27）をキーとして指定（ON d.a02 = b.a02
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このようにダウンロードされた CSV ファイル NEEDS2019cons.csvは，
Excelのみならず R14）などのデータ解析環境に読み込んで可視化・分析・解
析することも可能である．例えば，適当な場所（作業ディレクトリ）に保存







> x <- read.csv("NEEDS2019cons.csv")




name nikkeicode ym sector term ac sales assets_total employees
1 KYOKUYO 1 201903 235341 12 1 256151 114673 2264
2 NIPPON SUISAN 3 201903 235341 12 1 712111 477913 9065
3 MARUHA NICHIRO 4 201903 235341 12 1 922468 520318 11276
4 HOHSUI 6 201903 243423 12 1 76880 41689 363
5 JOBAN KOSAN 15 201903 271702 12 1 28647 51836 685







ac: 会計基準 (1: 日本基準, 2: 米国会計基準, 3: 国際会計基準)
sales: 売上高 (単位: 百万円)
assets_total: 資産合計 (単位: 百万円)





> y <- x %>%
+ mutate(sales = na_if(sales, "-9999999999999"),
+ assets_total = na_if(assets_total, "-9999999999999"),
+ employees = na_if(employees, "-9999999999999"),
+ sector1 = as.factor(substring(sector,1,1)))
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> y %>% select(sales, assets_total, employees, sector1) %>%
+ ggpairs(
+ mapping = aes(color = sector1),
+ upper = list(continuous = wrap("points", size = 0.5, alpha = 0.5)),
+ lower = list(continuous = wrap("cor", size = 3))
+ ) +
+ theme(
+ axis.text= element_text(size = 5),
+ axis.title = element_text(size = 3)
+ )






thetic attributes）を与えるための関数 aesを利用して引数 mappingに情報
16）NEEDS企業財務データでは，欠測値は -9999999999999で表される．
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究成果もいくつかでている（cf. 地道, 2014, Jimichi and Maeda, 2014, 柳ら,
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ドメイン（domain）：集合のこと．記号として D1, . . . , Dn で表される．
直積（Cartesian product）：
D1*…*Dn :={(d1, . . . , dn) | di∈Di, i=1, . . . , n}
をドメイン D1, . . . , Dnの直積（集合）という．
タプル（tuple），レコード（record）：ドメインの直積集合D1*…*Dn の要素：























第１正規形（the first Normal Form; 1NF）：リレーションを定義するすべて
のドメインがシンプルであること．通常のリレーションには第１正規
形であることが仮定されている．















Query Language ; SQL）が国際標準として利用されている（図14参照）．こ
の言語は，米国国家規格協会（American National Standards Institute ; ANSI）
と国際標準化機構（International Organization for Standardization ; ISO）に
よって制定されたものである． SQL92が ISO/IEC9075と ANSI X3.1351992
で制定されており，日本ではその邦訳が日本工業規格（Japanese Industrial












SELECT カラム名 1, カラム名 2,…
FROM テーブル名
JOIN テーブル名 ON 条件





















1 % 7z e -so HFSCNM010.zip | nkf -u | head -n 1















HFSIDA920.2000.1.zip 72354532 2000年代のデータファイル 1（圧縮済）
HFSIDA920.2000.2.zip 16457461 2000年代のデータファイル 2（圧縮済）
HFSIDA920.2010.1.zip 78595310 2010年代のデータファイル 1（圧縮済）











項番 項目名 説明 カラム名 位置 長さ
1 レコード種別 CN00：固定 record_type 1 4
2 日経会社コード 日経が定める会社コード nikkei_corp_code 5 7
3 株式コード stock_code 12 4
4 予備 etc1 16 1
5 予備 etc2 17 9
6 金融機関コード 証券コード協議会が定める４桁の会社コード finance_code 26 4










11 本社事務所所在地・住所 本社事務所所在地の住所（漢字 address 151 80
12 本社事務所郵便番号 本社事務所所在地の郵便番号 zip_code 231 7
13 本社事務所電話番号 本社事務所所在地に対応する電話番号 phone_number 238 15
14 予備 etc4 253 27
15 日経業種コード 日経が定める業種コード nikkei_ind_code 280 6
16 法人番号 未収録時スペース corp_number 286 13





ヘッダーパート ＋ データパート ＝ 一行
100バイト ＋ 2940バイト ＝ 3040バイト
なお，ヘッダーパートの「項目（名）」は，各行全てについて「共通」であ
ることに注意しよう．
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項番 カラム名 形式 項目名 内容 Key順位













2 a02 C6 決算年月 YYYYMM形式 第 3Key
3 a03 C2 予備
4 a04 C1 識別フラグ 1:新規・修正 9:削除
5 a05 C7 日経会社コード 日経が定める会社コード 第 1Key
6 a06 C4 株式コード 証券コード協議会が定める 4桁の会社コード
7 a07 C5 予備
8 a08 C2 決算月数 決算月数（累計会計期間の月数を収録）
9 a09 C1 連結・単独フラグ 1:単独 2:連結
10 a10 C2 決算種別フラグ 10:本決算
21:第 1四半期 24:第 4四半期
22:第 2四半期（中間決算） 25:第 5四半期
23:第 3四半期
第 4Key
11 a11 C1 決算短信情報収録フラグ 基本情報（1）収録フラグ 1:収録 0:未収録
12 a12 C1 決算短信情報収録フラグ 基本情報（2）収録フラグ 1:収録 0:未収録
13 a13 C1 決算短信情報収録フラグ 明細情報（1），（2）収録フラグ 1:収録 0:未収録
14 a14 C1 予備
15 a15 C1 予備
16 a16 C1 予備
17 a17 C1 予備
18 a18 C1 有価証券報告書情報収録フ
ラグ
基本情報（1）収録フラグ 1:収録 0:未収録
19 a19 C1 有価証券報告書情報収録フ
ラグ
基本情報（2）収録フラグ 1:収録 0:未収録
20 a20 C1 有価証券報告書情報収録フ
ラグ
明細情報（1），（2），（3）収録フラグ 1:収録 0:未収録








23 a23 C1 予備
24 a24 C1 予備
25 a25 C1 予備
26 a26 C10 予備
27 a27 C1 連結基準フラグ 1:日本基準 2:米国会計基準 3:国際会計基準 0:単独 第 2Key
32 地 道 正 行
28 a28 C1 上場フラグ 1:上場中 0:未上場・上場廃止
29 a29 C2 上場場部 11:東証 1部 12:東証 2部（TOKYO PRO Market内国を含む）
13:東証マザーズ
21:大証 1部 22:大証 2部






30 a30 C1 ジャスダックフラグ 1：ジャスダック上場 0：ジャスダック未上場
31 a31 C2 ジャスダック市場 11：ジャスダック上場 99：ジャスダック未上場
※上場廃止会社は，廃止時の市場
※ジャスダック取引所化以前は下記の通りに収録。
1バイト目 1:東京 2:大阪 3:名古屋の市場（1989 年 8 月以降は"1"のみ）
2バイト目 1:上場（第一号基準銘柄，スタンダード，グロース）2:管理
32 a32 C1 有報フラグ 1：有報提出会社 0：非有報提出会社
33 a33 C6 予備
34 a34 C8 データ作成日 YYYYMMDD形式
ピーク運用時は 24時を超え翌日が設定される場合あり
35 a35 C6 日経業種コード ABBCCC形式 A:製造業;1，非製造業;2
B:日経業種中分類コード C:日経業種小分類コード
36 a36 C1 上場情報：東京 1：1部上場 2：2部上場（TOKYO PRO Market内国を含む）3：マザー
ズ 0：未上場
37 a37 C1 〃：大阪 1：1部上場 2：2部上場 0：未上場
38 a38 C1 〃：名古屋 1：1部上場 2：2部上場（セントレックスを含む）0：未上場
39 a39 C1 〃：京都 1：1部上場 0：未上場
40 a40 C1 〃：広島 1：1部上場 0：未上場
41 a41 C1 〃：福岡 1：1部上場（Ｑボードを含む）0：未上場
42 a42 C1 〃：新潟 1：1部上場 0：未上場
43 a43 C1 〃：札幌 1：1部上場（アンビシャスを含む）0：未上場
44 a44 C1 〃：ヘラクレス 1：スダンダード 4：グロース 0：未上場
45 a45 C1 レコード変更フラグ 1：変更あり 0：変更なし（今回変更データの有無をレコード種別毎に収
録）














1 b001 レコード TA0*/YA0*収録フラグ
2 b002 レコード TB0*/YB0*収録フラグ
3 b003 レコード TC0*/YC0*収録フラグ
4 b004 レコード TD0*/YD0*収録フラグ
5 b005 レコード TE0*/YE0*収録フラグ
6 b006 レコード TF0*/YF0*収録フラグ
7 b007 レコード TG0*/YG0*収録フラグ
8 b008 レコード TH0*/YH0*収録フラグ
9 b009 レコード TI0*/YI0*収録フラグ
10 b010 レコード TJ0*/YJ0*収録フラグ
11 b011 レコード TK0*/YK0*収録フラグ


















































































































































































































キー順位 カラム名 形式 項目 収録内容
第１キー a05 C7 日経会社コード 日経が定める会社コード
第２キー a27 C1 連結基準フラグ 1: 日本基準，2: 米国会計基準,
3: 国際会計基準，0: 単独
第３キー a02 C6 決算年月 YYYYMM形式
第４キー a10 C2 決算種別フラグ 10:本決算，21:第 1四半期，
22:第 2四半期（中間決算），23:第 3四半期，
24:第 4四半期，25:第 5四半期




























































上記の手順は，OS として，macOS と Ubuntu﴾Linux﴿，さらに，RDBMSと
して，MySQL と PostgreSQL の合計４種類の環境（MAMP，MAPP，LAMP，
LAPP）について実施する必要がある（表１と図１参照）．
以下に，それぞれの環境のもとでの手順を確認していく．なお，macOS
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スクリプト６：unzip.sh
1 #!/bin/bash
2 echo Start unzip!
3 7z e -so ../datafiles/HFSIDA920.1960.zip > full.txt
4 7z e -so ../datafiles/HFSIDA920.1970.zip >> full.txt
5 7z e -so ../datafiles/HFSIDA920.1980.zip >> full.txt
6 7z e -so ../datafiles/HFSIDA920.1990.zip >> full.txt
7 7z e -so ../datafiles/HFSIDA920.2000.1.zip >> full.txt
8 7z e -so ../datafiles/HFSIDA920.2000.2.zip >> full.txt
9 7z e -so ../datafiles/HFSIDA920.2010.1.zip >> full.txt
10 7z e -so ../datafiles/HFSIDA920.2010.2.zip >> full.txt








2 for i in {A..L}
3 do
4 echo "Y"$i"01"
5 /bin/bash script-p.sh "Y"ǀ$i"01"
6 done














6 echo Complete Separate!
7 #
8 perl separate.pl $ǀ1".data"
9 parallel --pipepart -k --block 100M -a "temp" "sed '/^$ǀ/d'" > $ǀ1".txt"
10 parallel --pipepart -k --block 100M -a $ǀ1".txt" "nkf --utf8" > $ǀ1"tab.data"
11 rm temp
12 #
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イルを入力（IN）とし，１行づつ読み取りながら，適切に文字列を切り出
したもの（８行目から15行目）にタブコード（\t）を挿入し，出力すると
いうことを 終行まで繰り返し， 終的にファイル tempに出力している
（４行目）．この工程で出力されたファイル tempを，スクリプト８の９行目
で空行を取り除いた後，10行目で nkf 28）コマンド用いて文字コードを UTF-
8に変換したものを 終的にファイル YA01tab.data～YL01tab.dataと







3 echo Start unzip!
4 7z e -so ../datafiles/HFSCNM010.zip > fullfirmlist.txt
5 #
6 echo Complete unzip!
7 #
8 perl separatefirmlist.pl fullfirmlist.txt
9 sed '/^$/d' temp | nkf --utf8 > firmlist.txt
10 rm temp;
11 #

































































Sun Sep 6 08:46:40 JST 2020
% cat end-preprocess.txt






Wed Aug 19 16:43:32 JST 2020
$ǀ cat end-preprocess.txt
Wed Aug 19 16:52:15 JST 2020
この結果から，８分43秒である30）．

















30）この結果は，MacBook Pro 2018上で VMwareによって構築した Ubuntu 18.04の仮
想環境で計測したものである．
31）データベースを構築するためのスクリプトの差異をなくすためには，MySQL のバー
ジョンに依存して，macOS と Ubuntu 上での環境設定に関して調整が必要となる．
ここでは，macOS にはバージョン5.6，Ubuntu には5.7をインストールして運用して
いる．
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スクリプト12：Makfile: ターゲット MSDB
1 MSDB:
2 date > start-MSDB.txt
3 /bin/bash replaceloadCDIR.sh
4 mysql -u root --local_infile=1 -p******** < ./loadtoMySQL.sql
5 /bin/bash replaceloadfirmlist.sh
6 mysql -u root --local_infile=1 -p******** < ./loadfirmlisttoMySQL.
sql
7 mysql -u root --local_infile=1 -p******** < ./mkcons.sql
8 mysql -u root --local_infile=1 -p******** < ./mkuncons.sql






















1 DROP DATABASE IF EXISTS needs2019;
2 CREATE DATABASE needs2019;
3 USE needs2019
4 DROP TABLE IF EXISTS ya01;
5 : (中略)
6 DROP TABLE IF EXISTS yl01;










17 CREATE TABLE yb01 LIKE ya01;
18 : (中略)
19 CREATE TABLE yl01 LIKE ya01;
20 LOAD DATA LOCAL INFILE 'CDIR/YA01tab.data' INTO TABLE ya01 FIELDS
TERMINATED BY '\t';
21 : (中略)





























2 DROP TABLE IF EXISTS firmlist;
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している．ここで，






1 DROP DATABASE IF EXISTS needs2019cons;
2 CREATE DATABASE needs2019cons;
3 USE needs2019cons
4 DROP TABLE IF EXISTS ya01;
5 : (中略)
6 DROP TABLE IF EXISTS yl01;










17 CREATE TABLE yb01 LIKE ya01;
18 : (中略)
19 CREATE TABLE yl01 LIKE ya01;
20 #
21 DROP TABLE IF EXISTS firmlist;



















41 INSERT INTO needs2019cons.ya01 SELECT * FROM needs2019.ya01 WHERE a09='2'
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AND a10='10' AND a27!='0';
42 : (中略)
43 INSERT INTO needs2019cons.yl01 SELECT * FROM needs2019.yl01 WHERE a09='2'
AND a10='10' AND a27!='0';
44 INSERT INTO needs2019cons.firmlist SELECT * FROM needs2019.firmlist;




1 DROP DATABASE IF EXISTS needs2019uncons;
2 CREATE DATABASE needs2019uncons;
3 USE needs2019uncons
4 DROP TABLE IF EXISTS ya01;
5 : (中略)
6 DROP TABLE IF EXISTS yl01;










17 CREATE TABLE yb01 LIKE ya01;
18 : (中略)
19 CREATE TABLE yl01 LIKE ya01;
20 #
21 DROP TABLE IF EXISTS firmlist;



















41 INSERT INTO needs2019uncons.ya01 SELECT * FROM needs2019.ya01 WHERE a09='1'
AND a10='10' AND a27='0';
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42 : (中略)
43 INSERT INTO needs2019uncons.yl01 SELECT * FROM needs2019.yl01 WHERE a09='1'
AND a10='10' AND a27='0';
44 INSERT INTO needs2019uncons.firmlist SELECT * FROM needs2019.firmlist;
なお，SQLスクリプト17と18の（データベース名以外の）異なっている箇
所としては，



















Fri Sep 4 18:57:45 JST 2020
% cat end-MSDB.txt





Wed Aug 19 16:55:15 JST 2020
$ǀ cat end-MSDB.txt
Wed Aug 19 17:02:46 JST 2020
この結果から，７分31秒である33）．
■ PostgreSQL の場合




33）この結果は，MacBook Pro 2018上で VMwareによって構築した Ubuntu 18.04の仮
想環境で計測したものである．
34）今回構築した環境は，RDBMSを OS にインストールするために，macOS と Ubuntu
上のパッケージ管理システム（Package Management System: PMS）を，それぞれ，







2 date > start-PGDB.txt
3 /bin/bash replaceloadPostgreSQL-CDIR.sh
4 psql postgres < ./loadtoPostgreSQL.sql
5 /bin/bash replaceloadfirmlistPostgreSQL.sh
6 psql postgres < ./loadfirmlisttoPostgreSQL.sql
7 /bin/bash replacedumpPostgreSQL-CDIR-cons.sh
8 psql postgres < ./dumpfromPostgreSQL-cons.sql
9 /bin/bashreplaceloadPostgreSQL-CDIR-cons.sh
10 psqlpostgres < ./loadtoPostgreSQL-cons.sql
11 /bin/bash replaceloadfirmlistPostgreSQL-cons.sh
12 psql postgres < ./loadfirmlisttoPostgreSQL-cons.sql
13 /bin/bash replacedumpPostgreSQL-CDIR-uncons.sh
14 psql postgres < ./dumpfromPostgreSQL-uncons.sql
15 /bin/bash replaceloadPostgreSQL-CDIR-uncons.sh
16 psql postgres < ./loadtoPostgreSQL-uncons.sql
17 /bin/bash replaceloadfirmlistPostgreSQL-uncons.sh
18 psql postgres < ./loadfirmlisttoPostgreSQL-uncons.sql










brew（Homebrew）と aptを用いて PostgreSQL をインストールしている．データ
ベースを構築するためのスクリプトに差異があるのは，これらの PMSを用いてイン
ストールした際に，RDBMSのルート権限などの付与の仕方が異なっているためであ












3 sed -e "s|CDIR|$ǀCDIR|g" loadtoPostgreSQLgen.sql > loadtoPostgreSQL.sql
スクリプト21：loadtoPostgreSQLgen.sql（一部抜粋）
1 DROP DATABASE IF EXISTS needs2019;
2 CREATE DATABASE needs2019;
3 \c needs2019
4 DROP TABLE IF EXISTS ya01;
5 : (中略)
6 DROP TABLE IF EXISTS yl01;










17 CREATE TABLE yb01 (LIKE ya01);
18 : (中略)
19 CREATE TABLE yl01 (LIKE ya01);
20 COPY public.ya01 FROM 'CDIR/YA01tab.data';
21 : (中略)
22 COPY public.yl01 FROM 'CDIR/YL01tab.data';
図22：SQLスクリプトファイル loadtoPostgreSQL.sqlの生成





























2 DROP TABLE IF EXISTS firmlist;






















































2 \COPY (SELECT * FROM public.ya01 WHERE a09='2' AND a10='10' AND a27!='0')
TO 'CDIR/YA01tab.cons.data' WITH CSV DELIMITER E'\t';
3 : (中略)
4 \COPY (SELECT * FROM public.yl01 WHERE a09='2' AND a10='10' AND a27!='0')




























3 sed -e "s|CDIR|$ǀCDIR|g" loadtoPostgreSQLgen-cons.sql > loadtoPostgreSQL-
cons.sql
スクリプト27：loadtoPostgreSQLgen-cons.sql（一部抜粋）
1 DROP DATABASE IF EXISTS needs2019cons;
2 CREATE DATABASE needs2019cons;
3 \c needs2019cons
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4 DROP TABLE IF EXISTS ya01;
5 : (中略)
6 DROP TABLE IF EXISTS yl01;










17 CREATE TABLE yb01 (LIKE ya01);
18 : (中略)
19 CREATE TABLE yl01 (LIKE ya01);
20 COPY public.ya01 FROM 'CDIR/YA01tab.cons.data';
21 : (中略)


























2 DROP TABLE IF EXISTS firmlist;

















































Sun Sep 6 14:11:42 JST 2020
% cat end-PGDB.txt







2 date > start-PGDB.txt
3 /bin/bash replaceloadPostgreSQL-CDIR.sh
4 sudo -u postgres psql < ./loadtoPostgreSQL.sql
5 /bin/bash replaceloadfirmlistPostgresSQL.sh
6 sudo -u postgres psql < ./loadfirmlisttoPostgreSQL.sql
7 /bin/bash replacedumpPostgreSQL-CDIR-cons.sh
8 sudo -u postgres psql < ./dumpfromPostgreSQL-cons.sql
9 /bin/bash replaceloadPostgreSQL-CDIR-cons.sh
10 sudo -u postgres psql < ./loadtoPostgreSQL-cons.sql
11 /bin/bash replaceloadfirmlistPostgresSQL-cons.sh
12 sudo -u postgres psql < ./loadfirmlisttoPostgreSQL-cons.sql
13 /bin/bash replacedumpPostgreSQL-CDIR-uncons.sh
14 sudo -u postgres psql < ./dumpfromPostgreSQL-uncons.sql
15 /bin/bash replaceloadPostgreSQL-CDIR-uncons.sh
16 sudo -u postgres psql < ./loadtoPostgreSQL-uncons.sql
17 /bin/bash replaceloadfirmlistPostgresSQL-uncons.sh
18 sudo -u postgres psql < ./loadfirmlisttoPostgreSQL-uncons.sql
19 date > end-PGDB.txt
macOS 用のターゲット PGDB（スクリプト19）と，Ubuntu 用のもの（ス
クリプト30）を比較することによって，PostgreSQL との対話型インター
フェース psqlを実行する権限の仕様が若干異なっていることがわかる．こ
れは，macOS と Ubuntu のそれぞれの PMS（brew, apt）でインストール
した PostgreSQL のバージョンと仕様に差異があるためである36）．
35）この結果は，MacBook Pro 2018で計測したものである．
36）macOS と Ubuntu 用の PostgreSQL の設定を詳細に実行することによって，同様の
スクリプトで実行できる可能性もあるが，ここではスクリプトを OS 毎に変更するこ
とによって対応した．
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ただし，データベースの構築のためには，macOS と同様に，ディレクト









Wed Aug 19 17:10:54 JST 2020
$ǀ cat end-PGDB.txt
Wed Aug 19 17:16:59 JST 2020
この結果から，６分５秒であることがわかる37）．









































│ │ ├── NIKKEIcode.fld
│ │ ├── NIKKEIcode.htm
│ │ ├── NIKKEIcode.pdf
│ │ ├── datainformation.fld
│ │ └── datainformation.htm
│ ├── cons
│ │ ├── NEEDS-general-cons-2019.html


























72 地 道 正 行










に SQL問合せを入力し，Submit ボタンまたは Download CSV ボタンを













（SPEC-1）HTML の FORMタグを使って SQL問合せをデータベースサーバへ送信
（SPEC-2）PHP スクリプトを使って，受け取った SQL問合せ（SQLスクリプト）に
もとづきデータを抽出した結果を HTML ファイル，または CSV ファイル
として出力し，返信
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スクリプト31：NEEDS-general-cons-2019.html（一部抜粋）
1 <FORM ACTION='SQLtreat-general-cons-2019.php' METHOD='post'>
2 <div align='center'>
3 <p>
4 <TEXTAREA NAME='SQLcode' ROWS='30' COLS='120'></TEXTAREA>
5 <BR>
6 <INPUT TYPE='submit' VALUE='Submit' NAME = 'HTML'>
7 <INPUT TYPE='submit' VALUE='Download CSV' NAME = 'CSV'>





１行目：FORMタグを利用し，属性 METHOD=’post’ と属性 ACTION=’SQL













るための Download CSV ボタンを作成する．この入力については，











3 $ǀpid = exec('echo $ǀ$ǀ');
4 $ǀsqlquery = "/tmp/sqlquery-general-2019".$ǀpid.".sql";
5 $ǀNEEDShtml = "/tmp/NEEDS2019cons".$ǀpid.".html";
6 $ǀfp = fopen($ǀsqlquery, 'w');
7 fwrite($ǀfp, $ǀ_POST['SQLcode']);
8 fclose($ǀfp);
9 system("cat $ǀsqlquery | PGPASSWORD=******** psql -U ******* -d




13 $ǀpid = exec('echo $ǀ$ǀ');
14 $ǀsqlquery = "/tmp/sqlquery-general-2019".$ǀpid.".sql";
15 $ǀNEEDScsv = "/tmp/NEEDS2019cons".$ǀpid.".csv";
16 $ǀfp = fopen($ǀsqlquery, 'w');
17 fwrite($ǀfp, $ǀ_POST['SQLcode']);
18 fclose($ǀfp);
19 system("cat $ǀsqlquery | PGPASSWORD=******** psql -U ******* -d
needs2019cons. --csv > $ǀNEEDScsv");
20 header("Content-Type: application/octet-stream");
21 header("Content-Disposition: attachment; filename=\"NEEDS2019cons.
csv\"");









３行目：シェルのプロセス IDを取得（exec(’echo $ǀ$ǀ’)）し，変数 $ǀpid
に代入する．
４行目：SQL問合せを格納するスクリプトファイル名をシェルのプロセス
76 地 道 正 行
ID付きで定義し，変数 $ǀsqlqueryへ代入する．
５行目：抽出結果を保存する HTML ファイル名をシェルのプロセス ID付き
で定義し，変数 $ǀNEEDShtmlへ代入する．









タを抽出後，オプション -Hを指定することによって HTML 形式で
変数 $ǀNEEDShtmlで指定されたファイルへ出力する．










15行目：抽出結果を保存する CSV ファイル名をシェルのプロセス ID付き
で定義し，変数 $ǀNEEDScsvへ代入する．










タを抽出後，オプション -csvを指定することによって CSV 形式
で変数 $ǀNEEDScsvで指定されたファイルへ出力する．
20行目：PHP 関数 headerで "Content-Type: application/octet-
stream" と指定することによって，ファイル形式に関係なくダウ
ンロードを開始する．
21行目：PHP 関数 headerで "Content-Disposition: attachment;
filename=\"NEEDS2019cons.csv\"" と指定することによって，
ファイル名を NEEDS2019cons.csvとする．
22行目：PHP 関数 headerで "Content-Length: " . filesize($ǀNEEDS
csv) と指定することによって，ファイルサイズを取得し，ダウン
ロードの進捗を表示する．
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